
一体型パワードスピーカーシステム　　
　　　　　　　　　組立キット

WP-PSS600W

組立説明書
Ver.2

ドリルビット

・本製品およびそれらを構成するパーツ類は、改良・性能向上のため予告　
　なく仕様・外観等を変更する場合があることをあらかじめご了承ください。 
・本製品は組立キットです。製作作業中の安全確保のため説明書をよくお   
  読みになり、正しい工具の使用・手順を守ってく ださい。 
・完成品でない商品の性格上、組み立て後にお客様が期待される性能・品
　質・安全運用等の保証はできません。 完成後はお客様(組立作業者)ご自 
  身の責任のもとでご使用ください。
・本製品は機器への組込み他、工業製品としての使用を想定した設計は　
　行っておりません。また本製品に起因する直接、間接の損害につきまし　  
  ては当社修理サポートの規定範囲を超えての補償には応じられません。

●お断り

　　販売元:共立電子産業株式会社

　　　　　共立プロダクツ事業所

〒556-0004  大阪市浪速区日本橋西2-5-1  　　
　TEL 06-6644-4447  FAX 06-6644-4448      

ピンバイス

■本キットのパーツ

■組立てかた

(1) 「裏板」に「ダクト」を接着します(2カ所)

●必要な工具

　・プラスドライバー・・1番　2番
　・マイナスドライバー・・歯幅3mm
　・ピンバイスもしくは電動ドリル
　・ドリルビット　2.5mm  5mm
　・L型定規もしくは三角定規
　・鉛筆
　・ハンダこて
　・ニッパー
　・ワイヤーストリッパー
　・ピンセット

●主な仕様

　・外形寸法　　幅 320mm   高さ 80mm   奥行き 170mm
　・重量           1.7Kg
　・スピーカーユニット　パイオニアOMP-600(別売)
　・アンプ部最大出力   10W+10W(8Ω)
　・電源電圧               DC10～15V(推奨12V)
                               (ACアダプターは別売です)

■別途ご用意していただくもの

木工用
接着剤
 (ボンド)
    50g

吸音材　1袋

 オーディオ用吸音材の
  代わりに手芸用の「ポリ
  エステル綿」でもOKです

 「100円ショップ」 や「ホー
　ムセンター」などで購入
　できます

■塗装仕上げされるときは下記が必要です
　・木工用パテ
　・下塗り塗料(シーラー、サフェーサーなど)
　・上塗り塗料(水性塗料もしくは油性塗料)

(2) 「底板」に「天板」を乗せてマーキングします

(3) 「底板」に「側板(A)」を接着します

(4) 「底板」に「側板(B)」を接着します

(5) 「底板」にもう片方の「側板(A)」と「側板(B)」を接着します

(6) 「天板」を接着します(2カ所)

(7) 「側板(B)」に「前後桟」を接着します

(8) 「側板(B)」に「上部桟」を接着します

(9) もう片方の「側板(B)」にも「前後桟」と「上部桟」を接着します

(10) 「前板」を接着します(2カ所)

(11) 「裏板」を接着します(2カ所)

製作例 (イメージ)
(スピーカーガードは別売です)

ONTOMO MOOK付録
パイオニア製6cm径フルレンジ「OMP-600」対応

スピーカーユニット
「ONTOMO MOOK」付録
パイオニア製6cm径フルレンジ
「OMP-600」 2個板材

アクリル板

天板
2枚

側板
 (B)
2枚

側板
 (A)
2枚

丸穴

前板
2枚

裏板
2枚

底板
1枚

前後桟
  4本

上部桟
  2本

トップパネル
　　　1枚

フロントパネル
　　　2枚

リアパネル
　　　1枚

着せ替えパネル
　　　1枚

ダクト
　2本

ツマミ
　1個

スイッチ
　1個 DCジャック

　  1個
ゴム足
　4個

アンプ基板　1個
電線

黒・・1m
白・・1m
赤・・1m

六角スペーサ・・4本

トラスネジ M3×6mm  
        4本

トラスネジ M3×12mm 
         4本

超低頭ネジ 
M3×10mm    12本

「ダクト」の先端部分に
ボンドを塗ります

・「裏板」の丸穴に挿し込みます
・時計方向に回してボンドを浸透さ
　せるとスキマなく接着できます
・ボンドが「白色」⇒「透明」になるま
　で乾燥させます

ダクト

ボンド

裏板

底板

天板

鉛筆

マーキング

側板(A)

端面にボンドを塗って

はみ出たボンドは「濡れぞうきん」で拭き取って
おきます

側板(B)・・丸穴のある板

丸穴の位置

底板

丸穴の位置

・マーキングした線に合わ
　せて接着します

・「側板(B)」の丸穴位置と
　「底板」の丸穴位置を写
　真と同じようにします

・「L定規」などで直角に　
　なっているか確認します

・2～3分経過すればボン
　ドが硬化してきますので
　次の工程に進みます

底板

側板(B)・・丸穴のある板

丸穴の位置

側板(A)・・丸穴のない板

「L定規」などで直角になっているか確認します

「側板(A)」「側板(B)」の端
面にボンドを塗ります

「天板」を乗せて手で押え
て圧着します

はみ出たボンドは「濡れぞ
うきん」で拭き取っておきま
す

2～3分経過すればボンド
が硬化してきます

天板

天板

側板(B)

前後桟

「前後桟」は4本ありますがどれを
使用してもOKです
外側にはみ出たボンドは「濡れぞう
きん」で拭き取っておきます

「側板(B)」と端面の位置を合わせ
ます

側板(B)

上部桟

「上部桟」は2本ありますがどちら
を使用してもOKです
外側にはみ出たボンドは「濡れぞ
うきん」で拭き取っておきます

接着面の全周にボンドを塗ります

「前板」を乗せて「手」で押し付けて圧着
します
・「底板」に「丸穴」のある方に「前板」を　
　接着します
・スピーカー取付穴を外側にします

底板 丸穴

スピーカー
取付穴が
外側になり
ます

前板 前板

底板

裏板 裏板

ダクトが内側
になります

側板(A)・・丸穴のない板

底板

・手で押し付けて圧着します

・「L定規」などで直角になっているか確認します
　直角になっていないときは「側板(A)」の上部を
　そっと動かして傾きを修正します

L定規

マーキングした線に合わせます

すべての工程をカラー
写真でくわしく解説して
います(A3×2ページ)



■着せ替えパネルのつくりかた

■接続と操作のしかた

音量調整ツマミ

時計方向に回すと
音が大きくなります

3.5Φミニステレオプラグ

スマートホン
などのヘッド
ホンジャック
へ接続

3.5Φミニステレオプラグ

RCAピンプラグ

CDプレーヤなどのライン
出力端子へ接続

ACアダプター
WA-12200
(DC12V 2A)

電源スイッチ

レバーを上げるとON
下げるとOFF

フロントパネルの「3.5Φステレオジャック」に音源機器を接続します リアパネルの「DCジャック」にACアダプターを接続します

3.5Φステレオ
ジャック

DCジャック

(ACアダプターは別売です)

(接続ケーブルは別売です)

③上塗りをします
　

世界にひとつ、オリジナルデザインのスピーカーシステムが完成しました

オプションパーツのご紹介

・品名　　スピーカーガード

・品番　　WP-SG05

・ガード部外径・・54mm
・取付ネジ穴ピッチ・・72mm
・素材・・鋼線1.6Φ　黒色ツヤ消し塗装
・外部の衝撃からスピーカーの振動版を保護します

2台一組

■塗装および仕上げの事例

①木部の下処理をします

②下塗りをします
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